
  

 秋もいちだんと深まり、花や紅葉が目を楽しませてくれる季節となりました。新米、きのこ、果物

などもいっそうおいしさを増す季節です。冬の訪れに備えて、豊富な食材をバランスよく取りいれた 

食事で寒さに負けない体づくりをしましょう。 

  

 

  

 埼玉県では、収穫の秋 11 月を『彩の国ふるさと学校給食月間』とし、地元でとれた食材を地域で

消費する地産地消の取り組みが提唱されています。 

 学校給食では、地元産の食材を利用した献立や埼玉県の郷土料理を数多くとりいれるなどの工夫を

し、郷土への愛着を深めるための活動を進めていきます。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

川口市立新郷東小学校 

令和５年 1１月１日（水） 

 

彩の国･きゅぽらんメニュー 

11 月１０日（金） 

おっきりこみ〈行田市〉 

 「おきりこみ(お切り込み)」は「にぼうとう」

とも呼ばれています。 

 小麦粉で作った幅広の麺を用い、生麺のまま

野菜を中心とした具とともに煮込みます。おっ

きりこみという呼び方は、こねた生地をヘラの

上から直接鍋の中へそぎ入れる（切り込む）調

理方法からきていると言われています。給食で

は、太い麺を使用しています。 

11 月１６日（木） 

かてめし〈秩父市〉 

 かてめしは、混ぜ合わせるという

意味の『糧る』が語源の混ぜご飯で

す。昔は、米が貴重な食べ物だったの

で季節の野菜やきのこなどを混ぜ合

わせていたことからこの名前がつき

ました。また、芋がらを入れるのが特

徴です。 

16 日のかてめしは、給食用にアレ

ンジしています。 

 

給食だより 

 

 

 

 

  食卓に食べ物が並ぶまでには、たくさんの人や動物の命がかかわっています。 

よくかんで味わい感謝の気持ちをもって食べましょう。 

     

 

 

 給食の残菜が多い日があります。給食の献立は児童の成長に必要なエネルギーや 

カルシウムがバランスよく作られています。毎日の給食を残さず、よくかんで食べ

ることはとても大切なことです。学校での残菜を見ていると、全く手を付けない状

態で残っているものもあります。苦手なものでも一口食べてみるように、ご家庭で

も話してみて下さい。 

感謝の気持ちを待って

食べましょう！ 

今月の給食目標：埼玉県の食べ物を知ろう 

・２日（木）彩の国汁 

・９日（木）鉄骨ちらし・鋳物汁・ 

 川口市産ほうれんそう入りウインナー 

・10 日（金）おっきりこみ・みそポテト 

・16 日（木）かてめし 

・24 日（金）ねぎぎょうざ 

   

すき昆布のうま煮（5.6㎏） ごぼうの甘辛揚げ（6.5㎏） 
うの花入り煮（5.5 ㎏） 

☆★☆埼玉県でとれる野菜☆★☆ 

・小松菜 ・ねぎ ・ほうれん草 

・かぶ  ・ブロッコリー ・枝豆 

・里芋  ・きゅうり ・小麦 

・しゃくし菜 ・米  など 


